
大分県地震被害想定の見直し等に関する有識者会議開催の目的

１．「南海トラフ巨大地震の被害想定・防災対策の見直し」に伴う県の被害想定への影響
について

■ 被害想定の見直しや防災対策の進捗状況の確認

２．上記の見直し等に伴う必要な対策について
■ 能登半島地震など近年発生した地震災害を踏まえて、県民及び行政が今後

取り組むべき防災対策の検討

３．防災対策への反映
■ 報告書をとりまとめ、防災対策（アクションプラン）への反映
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議事：能登半島地震を踏まえた被災地支援の対応について

主な意見

◎能登半島地震の震源となった活断層について、国の長期評価が未了であったため、自治体の
防災想定に反映されていなかった → 国の評価を待たず、積極的に取り入れるべき

◎大分県の地理的特徴もあり、孤立対策が重要と感じている

◎能登半島地震では発生後半年経っても災害関連死は増え続けている
→ いかにして災害関連死を食い止めるかが重要
→ 避難者や被災によって不自由な生活を強いられている様々な課題について対策を講じるべき

○能登半島地震の概要と地震動の特徴について
○避難所の課題
○人的・物的な被災地支援の状況について

第1回大分県地震被害想定の見直し等に関する有識者会議（令和6年7月11日）
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